
UAVグリーンレーザーの有効活用事例

点群データの取得において、従来の写真やレーザースキャナーでは、河川などの水中部の地形の

取得ができませんでした。河川の維持修繕工事において、UAVグリーンレーザーを活用すること

で、陸部と水中部の地形を同時に取得することや、別々に取得したデータを合成することにより、

河床の洗堀の状態などを正確に把握することが可能となりました。

● 空から水中の地形をラクラク取得し河川計画に活用

 水中部の地形をUAVで取得できる

 水中部も面的に把握でき河川計画に活用できる

 工事における土量も簡単に正確に算出できる

3つのポイント
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